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７ 授業分析会の様子 

      

 参観の視点より 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○成果  ●課題 

 

 

 

討議の柱 
資料から日常につなげるための切り返し方 

１グループ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○「小さな力が大きな力になる。」から働くことの

良さや支え合う大切さに気づけた。 

○ねらいに近づけるための工夫ができた。 

・ハンドサイン（発表者は全体の中での自分の考

えの位置を確認し、発表を聞いている児童は自

分の意見と比べることができた。）。 

・ペアトーク（全体発表の前に２～４人の小グル

ープで話し合いをすることで、自信を持ってク

ラス全員に向けて発表することができた。）。 

・意図的指名をするための机間巡視（あらかじめ

児童の反応を予想し、ねらいへ導くための指名

ができるように机間巡視をした。）。 

・迷いや葛藤を生むような切り返し。 

●ねらいとする「支え合い・共に生きる」は達成で

きたが、「協力」はできたのかどうか。 

●日常に振り返って具体的に考えることができたの

かどうか。 

○中心部分を浮き出させるために、場面ご

とに色分けし、絵の貼り方にも工夫がで

きた。 

○思考の手がかりとなる言葉をはっきり

と提示できた。 

○話の流れに沿いながら心情曲線を使え

た。 

●心情曲線において、心情の定義や高さの

基準が難しい。 

●心情曲線を上下の動きだけで表すと、多

様な心情を表しにくいのではないか。 

 

 

自分にできる

こと、できない

ことを視点に

切り返してい

く。 

日常の生活に

つなげるため

に切り返して

いく。 

「だめな神戸

にならないよ

うに・・・。」

に対しては、

「どうする？」

や「自分なら何

が で き る の

か？」と切り返

す。 

中心発問でねらいに近づけたか？ 子どもの思考を助ける板書になっていたか？ 
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２グループ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３グループ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  切り返す場面や視点    切り返し方 

 

 

 

 今日のまとめ 

切り返しのヒントは資料にあり 

 

 

 

 

本時の目的と

教材の中の価

値が合うとこ

ろを取り上げ、

切り返してい

く。 

「少しでも力

になるんだ。」

に対しては、

「クラスで少

しでも力にな

るってどうい

うこと？」と切

り返す。 

「落ち込んで

ないで、何かで

きることをす

れ ば い い ん

だ。」に対して

は、「自分なら

何 が で き る

の？」と切り返

す。 

自分でできる

ことやクラス

でできること

を視点に切り

返していく。 

泣きさけぶ子

に絵本を見せ、

「そうだ。これ

だ。」と気づい

た場面に注目

して切り返し

ていく。 

「少しでも力

になるんだ。」

に対しては、

「そんな経験

ある？」と子ど

もの経験に返

す。 

「ちょっとし

た力で・・・。」

に対しては、

「ちょっとし

た力ってどん

なこと？」と切

り返し、一人ひ

とりの小さな

力を合わせて

協力すること

の大切さにつ

なげる。 
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